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	瀬戸SOLAN学園初等中等部 2026年度第４学年 学年通信 第２６号 ６月１日発行 「海の生活」で輝いた主体性
	　「海の生活」で輝いた子どもたちの主体性 　今回の「海の生活」では、「主体的に動く」素敵な姿が随所に見られました。 大陽荘さんへの代表挨拶を務めた2名。代表決定後、私（長谷川）との間でこんなやりとりがありました。 「先生、挨拶の内容って先生が決めますか？」  「いや、君たちに考えてもらうつもりだったけど…君たちならできるでしょ？」  「できますっ！5分くらいもらえますか？」  「5分は長いなぁ（笑）。1、2分程度だね」  「わかりましたぁ！」  意欲バッチリの2人は、自分たちで練習と修正を繰り返し、当日は見事な挨拶を披露してくれました。私が何より価値を感じたのは、挨拶の内容以上に、彼らが「自ら考えて行動する」という主体性を持っていたことです。これこそがSOLANの子の姿だと嬉しくなりました。

